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ワ
i
ル
の
農
業
経
営
集
約
度
概

念
に
つ
い
て

泉

所

内
反
刊
し
経
併
問
中
に
集
約
斐
史
る
概
念
が
取
入
れ
ら
れ
て
以
批
刷
、

2
 

と
の
概
念
は
皐
者
に
よ
り
様
k

に
解
相
伴
さ
れ
て
ゐ
る
。
従
っ
て

該
概
念
の
持
つ
意
義
の
分
析
と
之
が
科
撃
的
基
礎
付
と
を
試
む

る
は
、
興
味
あ
る
課
題
で
あ
る
。

従
来
、
こ
の
集
約
度
概
念
に
は
、
二
様
の
解
樺
が
興
へ
ら
れ

一
は
集
約
度
を
表
示
す
る
に
、
生
産
諸
要
素

τ
ゐ
る
。
削
ち
、

の
費
用
額
b
E

以
て
し
、
他
は
生
産
諸
要
素
額
を
以
て
す
る
も
の

で
あ
る
。
今
日
の
撃
界
に
於
て
は
、
多
く
の
論
者
は
前
者
に
左

砲
し
て
ゐ
る
。
併
し
此
の
揚
合
に
於
て
も
、
費
用
を
如
何
た
る

形
態
に
於
て
把
握
す
る
が
合
目
的
危
り
ゃ
に
闘
し
、
見
解
の
針

立
が
あ
る
。
こ
れ
は
周
知
の
如
く
、

ア
ェ
レ
ボ

1
、
ラ
ウ
ん
の

如
き
賓
物
額
的
費
用
形
態
論
者
(
質
的
解
碍
)
と
、
プ
リ
シ
ク
T
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ン
、
ス
ツ
デ
ン
ス
キ
ー
の
如
き
貨
幣
額
的
費
用
形
態
論
者
(
量

的
解
耀
)
と
の
崎
町
立
を
意
味
す
る
。
ワ

1
ん
は
此
の
結
に
闘
し
、

「
集
約
度
概
念
は
数
量
的
、
総
和
的
表
現
の
み
を
意
味
し
得
る

も
の
で
、
寅
物
桶
的
意
味
に
於
て
は
観
念
さ
れ
得
た
い
。
蓋
し

多
数
の
異
質
的
諸
要
素
の
線
和
に
針
す
る
共
通
の
分
母
が
存
し

友
い
か
ら
で
あ
る
』
と
友
し
、
量
的
解
様
を
と
る
。
勿
論
彼
は

質
的
解
躍
を
と
る
揚
合

K
於
て
も
、
綜
合
的
総
和
判
断
に
到
達

ず
る
こ
と
を
旧
否
ず
る
も
の
?
法
な
い
。

と
一
式
ふ
へ
け
法
、

ア

ウ

，，~:J 

11'[ 
i正L

在

JIr 
itl 
と1

2: 
注
目

バ
コ
抽
出
詩
型
議
町
三
指
月
間

濁係
断を
的判
前定
提4) し
カ王 干尋
合る
ま古ミ

れら
てで
ゐあ
るる
カ冶
ら 併

し
評
債
組
織
に
は
、

常
に

ワ
ー
ル
は
之
を
採
ら
な

ぃ
。
彼
は
『
一
般
的
に
費
用
定
義
の
見
地
を
と
る
限
り
、
同
一

立
地
に
於
け
る
多
数
農
家
の
集
約
皮
に
封
ず
る
貨
幣
費
用
的
測

定
が
、
理
論
的
に
徹
頭
徹
尾

E
し
い
と
結
論
し
得
る
』
と
な
し
、

か
L
る
意
味
に
於
て
、
プ
リ
ン
ク
マ
ン
の
集
約
度
解
様
に
賛
成

す
る
。
邸
ち
彼
は
『
プ
リ
ン
ク
マ
ン
は
、
之
に
依
っ
て
集
約
皮

の
量
的
把
援
を
可
能
た
ら
し
む
る
公
式
を
蛇
示
し
た
。
而
し
て

吾
人
は
一
定
の
留
保
の
下
に
蛍
該
公
式
を
是
認
し
得
る
』
と
云

り

1

ル
の
農
業
経
静
集
約
成
概
念
に
つ
い
て

ふ
。
刊
紙
に
所
謂
一
定
の
留
保
と
は
何
を
意
味
す
る
か
。
寅
は
乙

の
留
保
が
本
問
題
の
主
眼
で
あ
る
。

ワ
ー
ル
に
よ
れ
ば
、
ブ
リ
ン
ク
マ
ン
に
於
て
は
、
如
何
た
る

前
提
の
下
で
、
彼
の
費
用
定
義
及
び
測
定
が
潟
さ
る
べ
き
か
の

問
題
、
換
言
す
れ
ば
公
式
使
用
の
理
論
的
前
提
に
閲
す
る
吟
味

が
注
さ
れ
て
ゐ
た
い
。
ま
た
彼
に
於
て
は
、
集
約
皮
公
式
の
分

子
を
構
成
す
る
費
聞
の
範
聞
に
、
土
地
利
用
の
代
償
、
印
ち
小

作
料
が
加
へ
ら
れ
℃
ゐ
な
い
。
従
つ
亡
プ
リ
ン
ク
マ
ン
の
集
約

主
琉
き
い
コ
v
J司
R

J
キ
ホ
寸
一
党
亡
、

f
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最
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民
射
を
て
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る
前
提
の
下
に
於
て
、
費
用
定
義
及
び
測
定
が
許
さ
る
べ
き
か
』

及
び
『
費
用
説
支
持
論
者
に
よ
り
、
自
己
の
観
察
範
聞
に
賀
さ

れ
し
支
出
又
は
費
用
範
時
が
、
如
何
友
る
程
度
に
ま
で
、
完
全

に
把
握
さ
れ
て
ゐ
る
か
』
尽
に
懸
っ
て
居
る
と
云
は
ざ
る
を
得
左

い
と
な
し
、

ワ
ー
ん
は
こ
の
二
賄
を
取
上
げ
、

こ
れ
・
乞
吟
味
研

究
す
る
と
と
に
よ
り
て
、
新
な
る
集
約
度
概
念
及
び
測
定
を
提

示
し
て
ゐ
る
。

ーー

ワ
1
ル
は
先
づ
費
用
設
に
於
て
は
.
費
用
が
集
約
度
を
現
す
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ヮ
ー
ル
の
農
業
経
轡
集
約
度
概
念
に
つ
い
ず

も
の
と
見
る
揚
合
、
費
用
と
給
付
量
(
E
E
Eヨ

mg)
即
ち
、
生
産

量
3
5
M
M蜘
ER)左
の
同
一
一
腕
が
前
提
さ
れ
て
ゐ
る
と
左

υ、
斯
る

前
提
は
濁
断
で
あ
る
と
断
じ
、
且
っ
と
の
前
提
は
如
何
友
る
揚

合
に
巨
し
き
か
を
吟
味
す
る
包
彼
に
よ
れ
ば
、
乙
の
前
提
は
『
多

数
の
農
家
経
桝
或
は
現
貨
の
個
別
経
桝
が
、
費
用
原
則
に
充
分

溜
ム
ロ
す
る
揚
合
に
の
み
本
心
さ
れ
・
か
o
」
然
る
に
小
農
粧
品
川
に
於
て

争
点
、
こ
〉
白
川
屯
E
t
r
了、

L

t
、。

'

L

Z

U
古
F
ホ
b
d，zh
司
ノ
』

C
J品
品
に
し

AUレド
E

f
作
事
司
こ
〆

O
P
H

A

官
経
済
型
、
創
ち

ω局
側
東
部
の
幼
稚
ー
な
る
農
家
経
済
と
、

1

口

欧
洲
西
部
の
小
農
粧
品
と
に
つ
い
て
行
ふ
。
前
者
に
於
て
は
法

外
に
僅
少
な
る
資
本
と
結
合
せ
る
努
働
の
過
剰
供
給
が
支
配
的

で
あ
り
、
後
者
に
於
で
は
、
資
本
の
投
下
景
は
幾
分
多
い
が
、

農
具
及
び
機
械
の
利
用
が
少

C
、
ま
た
技
術
も
低
級
で
あ
る
。

従
っ
て
斯
る
経
皆
に
-
あ
り
で
は
、
機
械
及
び
農
具
資
本
が
不
足

し
て
ゐ
る
か
ら
、
弊
働
能
率
が
泉
ら
守
、
ま
た
農
地
の
狭
小
は

持
働
及
ぴ
機
械
の
効
果
を
著
し
く
制
約
す
る
。
か
く
生
産
諸
要

素
の
利
用
度
低
き
結
果
、
粧
品
百
者
及
び
共
の
家
族
員
は
、
そ
の

地
方
に
於
け
匂
一
般
支
配
的
な
る
利
子
又
は
持
銀
に
相
昨
臆
す
る

資
本
利
子
叉
は
抽
労
働
報
酬
は
.
到
底
之
を
獲
得
す
る
を
得
な
い
。
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か
く
て
ワ

1
ル
は
云
ふ
、
「
枇
曾
経
済
裂
は
.
僅
少
の
資
本
が
b
p

数
の
人
間
務
働
と
結
合
し
て
居
る
か
、
ま
た
は
多
く
の
岬
労
働
が

不
利
友
構
成
資
本
と
結
合
し
て
居
る
か
ら
、
械
に
絞
損
経
替
で

あ
る
。
だ
か
ら
費
川
加
ら
給
付
量
又
は
集
約
度
の
断
定
を
泣
す

こ
と
が
許
さ
れ
た
い
一
一
と
。
従
っ
て
誠
に
於
て
は
、
椴
令
農
家

1
1
》

;
:
1
;

萩
品
u
r
L
1
童
相
穿
方
対
さ
れ
る
に
し
ζ

も、

貨
幣
積
一
川
に
よ
り

で
給
付
輩
、
即
ち
集
約
肢
を
救
定
す
る
を
符
お
い
む
所
開
費
用

説
は
、
費
用
原
則
を
油
川
し
得
る
農
家
粧
桝
に
於
て
の
み
安
首

す
る
。
従
っ
て
費
用
誠
に
は
、

一
定
の
限
界
が
存
ず
る
も
の
と

言
は
ざ
る
を
得
な
い
。

申
叫
に
ワ
ー
ん
に
よ
れ
ば
、
『
従
来
の
集
約
度
理
論
は
‘
土
地
が

如
何
た
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
か
を
問
題
と
す
る
こ
と
な
し
に
、

軍
位
商
積
常
り
の
資
本
及
び
曲
目
働
費
用
に
就
い
て
諭
じ
て
ゐ
む
』

が
、
寅
際
の
土
地
は
、

ス
カ
ー
ル
ワ
イ
ト
の
一
五
ふ
が
如
く
、
物

理
的
性
質
、
化
製
的
性
質
‘
自
然
的
性
質
‘
気
候
的
性
質
に
於

τ、

夫
身
優
劣
の
相
違
が
あ
る
。
従
っ
て
優
良
地
の
粧
待
費
は
、
同

額
の
粗
牧
谷
を
獲
得
す
る
上
に
は
、
劣
等
地
の
そ
れ
に
比
し
で

疑
泣
く
少
な
い
。
逆
に
優
良
地
に
至
る
に
従
ひ
、
粗
牧
盆
中
、

Wahl， f4. a. o.自. 35 
Wahl， a. a. O. S. 22. 
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小
作
料
の
占
む
る
部
分
は
増
加
す
る
傾
向
を
示
し
て
居
る
。
に

も
拘
ら
や
従
来
の
費
用
設
の
如
く
、
小
作
料
を
費
用
範
固
に
加

ふ
る
と
と
を
担
否
せ
ば
、
如
何
な
る
矛
盾
を
生
ゃ
る
か
に
つ
き

ワ
1
ル
は
次
の
二
つ
の
例
に
よ
っ
て
説
明
す
る
g

印
ち
↓
甲
は

優
良
地
を
、
乙
は
同
一
一
陶
磁
の
劣
等
地
を
耕
作
し
、
而
も
同
額

の
組
牧
八
位
を
獲
得
す
る
小
作
粧
品
耳
目
者
と
た
す
。
二
巾
は
自
然
の

ま
込
な
る
土
地
を
、
乙
は
改
良
の
加
へ
ら
れ
た
る
土
地
佐
賃
借

胡
作
す
る
イ
作
終
憶
者
と
な
し
、

し
か
も
雨
者
の
J
地
は
同
一

面
街
K
し
て
、
且
り
同
一
筒
他
め
も
の
?
と
偲
定
す
る
円
と
の
場

合
、
費
用
設
に
よ
れ
ば
、
↑
に
闘
し
て
は
、
経
日
営
費
高
む
の
故
を

以
て
、
劣
等
地
の
小
作
経
営
を
ば
、
上
り
集
約
的
た
る
経
緯
と

稿
せ
ぎ
る
を
得
ざ
る
べ
く
、
口
k
閲
し
て
は
、
何
れ
が

h
L集

約
的
経
営
な
る
か
に
就
い
γ
て
答
ふ
る
を
得
な
い
。
芸
品
し
液
に
於

て
は
、
土
地
改
良
維
持
見
は
小
作
料
中
に
入
込
む
で
ゐ
る
か
ら

で
る
る
と
。
か
く
て
ワ

I
ル
は
、
費
用
を
以
て
貫
賓
の
給
付
量

を
推
定
せ
し
む
る
震
に
は
、
小
作
料
を
費
用
と
し
て
取
上
ぐ
ぺ

舎
で
る
る
と
論
断
す
る
。

上
述
せ
る
所
に
よ
り
知
り
得
る
如
く
、
ワ
1
ル
陀
於
て
は
、

ワ
ー
ル
の
農
業
経
緯
同
集
約
度
概
念
に
つ
い
て

集
約
度
判
定
尺
度
は
『
合
理
的
に
投
下
さ
れ
た
費
用
の
等
債
物

と
し
て
の
給
付
量
」
で
あ
る
。
従
っ
て
『
農
業
の
集
約
度
は
、
全

生
産
に
於
て
、
各
軍
位
商
積
に
作
用
す
る
、
生
産
に
勤
し
て
合

目
的
に
投
下
さ
れ
た
る
、
土
地
を
も
包
含
す
る
物
的
及
び
働
作

的
費
用
の
線
開
で
あ
る
。
』
具
鐙
的
費
用
を
以
て
、
之
を
公
式

化
す
れ
ば
失
の
如
く
で
あ
る
。

|喜
|期

|ヰ

|義
州選

| ート
搭1¥:;

圏13
湖It

伸
長主
主主
迫
3 
1方

向叫

り

1

ル
は
於
て
は
、
集
約
皮
判
定
尺
皮
は
生
一
民
諸
要
素
の
給

付
量
で
あ
り
、
給
付
量
は
常
に
必
十
、

そ
れ
に
相
臆
す
る
粗
牧

径
を
現
一
不
ず
る
。
従
っ
て
集
約
度
の
賓
際
測
定
は
、
粗
牧
益
、

換一
T

一
目
す
れ
ば
ラ
ウ
ル
の
終
局
粗
牧
盆
2
3
L
3
7
2
門
戸
田
)
に
依
っ
て

す
ま
岡
山
る
。

4
L
i
;
 

以
上
が
ワ

I
ル
の
集
約
皮
概
念
に
闘
す
る
研
究
の
概
要
で
あ

る
。
農
業
に
於
け
る
集
約
度
概
念
は
誠
に
ピ
ィ
パ

1
フ
ェ
ル
ド

も
云
へ
る
如
〈
.
『
集
約
度
概
念
に
闘
す
る
諸
論
者
の
外
観
上
の

見
解
の
一
一
致
は
、
謂
は
ば
形
式
的
の
も
の
に
過
ぎ
友
い
。
と
れ

は
、
集
約
度
を
表
示
す
る
資
本
及
び
弊
働
費
用
は
、
本
来
如
何

第
四
十
一
巻

四
五

第

披

一
四
五
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ヮ
ー
ル
の
農
業
経
替
集
約
度
概
念
に
つ
い
て

に
理
解
さ
る
べ
き
か
、
即
ち
債
値
形
態
に
於
て
か
、
買
物
形
態

に
於
て
か
、
而
し
で
費
用
は
本
来
如
何
に
測
定
さ
る
べ
き
か
と

云
ふ
問
題
を
提
起
し
な
い
限
り
に
於
て
の
み
是
認
さ
れ
る
に
過

管
友
い
叩
』
併
し
か
L
る
見
解
の
劉
立
は
、
何
れ
も
如
何
に
せ

ば
、
最
も
合
目
的
に
集
約
反
を
判
定
し
符
る
か
の
問
題
よ
り
山

裂
し
て
居
る
と
と
は
明
か
で
あ
る
。

ア
ェ
レ
ボ

1
・
ラ
ウ
ル
の

ymき
主
~
内
叩
作
事
ん
川
島
1

土、
h

王
世
白
川
叶
勺
骨
川
U
4
y
漫
亡
九
七
土
、
守
ヨ

J
j
t
1
1
-
r
一

J
i
-
-
3
F
E
J
7
T
a
i
-
-
l
z
|

然
的
必
働
E

己
資
本
が
土
地
に
投
下
さ
れ
て
ゐ
る
劇
係
、
例
へ
ば

努
働
と
資
本
と
の
闘
係
は
、
債
値
的
表
現
に
於
て
は
明
示
さ
れ

申
J

、
債
格
形
成
の
商
被
を
通
じ
て
見
ら
れ
る
揚
ム
口
に
於
て
の
み

盟

一
不
さ
れ
る
o
」
故
に
集
約
度
の
本
質
は
、
貨
幣
形
態
に
て
は
之
佐

表
現
す
る
を
得
な
い
と
す
る
。
量
的
解
禅
論
者
た
る
プ
リ
ン
ク

マ
ン
も
、
斯
る
抗
議
を
考
慮
に
入
れ
、
貨
幣
数
量
的
表
現
は
持

働
及
び
資
本
の
賞
際
支
出
に
封
ナ
る
趨
営
た
る
標
準
で
は
た
い

こ
去
を
認
め
、
『
共
故
に
或
る
経
日
甲
山
を
他
に
比
較
し
て
ば
早
に
持

銀
が
相
針
的
に
多
い
故
を
以
て
し
て
は
、
労
働
集
約
的
と
裕
す

る
と
と
が
出
来
た
い
。
多
額
の
持
働
支
出
に
膝
じ
て
、
夫
れ
に

卒
行
せ
る
多
量
の
持
働
給
付
が
行
は
る
L
揚
合
に
の
み
云
ひ
得

第
四
十
一
巻

る
こ
と
で
あ
る
』
と
述
べ
る
。

一
四
六

第

披

一
四
六

に
も
拘
ら
・
ヂ
プ
リ
ン
ク
マ
ン
は

貨
幣
数
量
的
測
定
の
見
地
を
放
棄
し
得
た
か
っ
た
。
之
れ
集
約

度
は
線
和
的
表
現
友
る
故
に
、
か
L

る
見
地
に
立
つ
に
非
ざ
れ

ば
、
集
約
度
の
具
躍
的
測
定
は
不
可
能
で
あ
る
か
ら
で
る
る
。

斯
く
の
如
く
、
ブ
リ
ン
ク
マ
ン
は
質
的
解
穣
論
者
の
主
張
を

考
慮
す
る
も
、

ワ
l
ル
は
か

t
H
A

右
主
張
は
之
吃
考
庶
す
る
必
要

L
よ

E
q
.
-
L
'一J
o
r
主

/
1
4
Z
u
-
-
手
2
1
4
4
1
4
P

命

A

，、
L
己
主
;
一
i
r
r

L
t
L
J
?
〈

主
1
回
世
忠
虐
掛
け
昨
日
月
均
収
市
型
直
面
易
総
辞

の
大
国
主
観
察
に
よ
り
、
集
約
度
を
測
定
せ
ん
と
す
る
限
り
、
個

別
経
済
の
内
部
的
特
性
は
、
相
互
に
相
殺
さ
れ
る
か
ら
で
あ
z市

斯
く
の
如
〈
解
離
す
る
も
、
向
ほ
集
約
度
の
貨
常
費
用
的
測
定

は
、
費
用
原
則
の
適
用
さ
れ
な
い
小
農
経
済
に
於
て
は
受
賞
し

た
い
。
認
に
於
て
ワ

I
ル
は
、
生
産
諸
要
素
の
給
付
量
こ
そ
、

最
も
合
理
的
た
普
遍
安
営
牲
を
有
す
る
集
約
度
測
定
尺
度
で
あ

る
と
の
濁
自
の
見
解
を
示
し
た
。
惟
う
に
彼
の
提
案
は
、
従
来

の
集
約
度
理
論
に
一
歩
を
進
め
た
る
卓
見
と
稽
ず
る
を
得
ゃ
う
。

蓋
し
給
付
童
を
ぽ
集
約
度
測
定
の
尺
度
と
す
れ
ば
、
生
産
に
投

下
せ
ら
れ
し
生
産
諸
要
素
の
異
質
の
消
費
額
を
ば
、
総
て
の
経

笹
規
模
に
於
て
、
直
ち
に
綿
和
的
に
把
握
し
得
て
、
従
来
の
質

Wahl， a. a. O. S. 10. 
P. E. Biberfeld， Die F..ge der Inl印刷vierungd ，;~]' deutschen Landwirtschaft 
nach dem Kriege， 1933・S.10. 
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的
及
び
量
的
雨
解
樺
の
快
陥
を
補
正
し
得
る
と
忠
は
れ
る
か
ら

で
あ
る
。

併
し
給
付
量
は
抽
象
的
観
念
で
あ
る
。
従
っ
て
次
の
問
題
は
、

給
付
長
は
之
を
如
何
に
す
れ
ば
、
具
鵠
的
に
把
握
し
得
る
か
に

懸
っ
て
ゐ
る
。

ワ
ー
ル
は
寅
際
の
給
付
量
は
粗
牧
益
と
し
て
現

一
示
す
る
と
の
認
定
よ
り
、
粗
牧
盆
を
ば
集
約
皮
の
具
緯
的
測
定

t
h
t
L
L
7
工
J

L
亡
。

j
i
t
-
-
7
 

粗
吹
徒
に
よ
る
集
約
皮
の
測
定
の
抗
議
は
、
川
仰
の
如
〈
、

ス
ツ
デ
ン
ス
キ
ー
に
よ
り
℃
も
な
さ
れ
て
ゐ
る
。
併
し
附
者
の

提
案
理
由
に
は
明
か
に
相
違
が
あ
る
。
却
ち
ス
ツ
デ
ン
ス
キ
1

に
於
て
は
粗
牧
盆
は
集
約
度
の
直
接
の
表
徴
で
は
な
い
が
、
間

接
的
表
徴
又
は
近
似
的
尺
度
と
見
倣
し
得
ぜ
と
の
認
定
に
提
案

の
基
礎
が
ゐ
か
れ
て
ゐ
る
。
然
る
に
ワ

1
1山
に
於
て
は
、
給
付

量
は
常
に
必
A
Y
粗
牧
谷
と
し
で
現
一
不
さ
れ
る
と
の
認
定
、
並
に

集
約
皮
は
総
和
的
表
現
で
あ
る
が
故
に
、
生
産
諮
要
素
の
技
術

的
及
び
自
然
的
構
成
分
子
へ
の
濁
断
的
分
離
は
、
生
産
現
象
の

組
織
的
問
単
位
の
翻
念
に
封
す
る
違
反
で
あ
る
と
の
見
解
に
基
い

で
居
り
、
前
者
の
知
〈
、
使
主
的
趣
意
に
基
く
も
の
で
は
な
い
。

ワ
ー
ル
の
農
業
経
僻
集
約
度
概
念
に
つ
い
て

上
述
せ
る
如
く
ワ

1
ル
に
於
て
は
、
集
約
皮
の
測
定
尺
度
は

給
付
量
で
る
り
、
寅
際
測
定
は
粗
牧
盆
に
よ
っ
て
行
な
は
れ
る

か
ら
、
各
個
の
費
用
項
目
の
加
算
は
、
寅
は
問
題
で
・
な
い
の
で

あ
る
。
印
ち
ワ

l
ル
は
『
首
該
概
念
規
定
に
よ
り
て
、
如
何
な

る
生
産
で
あ
ら
う
と
、
農
業
の
本
質
が
鮮
明
さ
れ
る
。
之
が
民

的
で
あ
り
、
費
用
は
目
的
に
劃
す
る
手
段
に
誓

d
Lと
漣
ぺ

る
。
併
し
ワ

l
ル
は
、
兵
馴
閥
的
費
用
を
以
て
給
付
日
一
一
見
を
推
定
せ

ん
と
せ
ば
、
耕
一
同
在
如
何
K
現
併
す
ぺ
を
か
を
吟
味
し
た
。
叩
hT

の
結
果
プ
リ
ン
タ
マ
ン
に
於
て
は
、
地
代
が
費
用
と
し
て
取
上

げ
ら
れ
て
ゐ
た
い
事
を
難
じ
、
地
代
は
費
用
と
し
て
理
解
す
ぺ

き
で
あ
る
と
た
し
た
。
惟
う
に
こ
の
断
定
は
、
彼
に
於
て
は
、

費
用
は
限
界
生
産
費
に
均
し
き
卒
均
生
産
費
と
し
て
意
味
せ
ら

れ
、
具
剛
閥
的
費
用
に
よ
り
集
約
度
の
測
定
を
行
は
ん
と
せ
ば
、

こ
の
卒
均
生
産
費
に
依
る
に
非
営
れ
ば
、
測
定
は
不
可
能
で
あ

り
、
と
の
平
均
生
産
費
に
基
く
限
り
、

正
常
地
代
を
加
へ
ざ
れ

ば
、
異
質
の
給
付
主
宰
知
る
を
得
な
い
と
す
る
瓢
に
論
擦
が
存

到

す
る
如
く
思
は
れ
る
。
斯
く
解
す
る
と
と
に
依
り
て
、
プ
リ
ン

ク
マ
ン
に
向
け
ら
れ
た
る
彼
の
批
判
の
意
味
は
明
か
に
さ
れ
る
。

第
四
十
一
巻

一
四
七

第
一
波

一
四
七
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ヮ
ー
ル
の
農
業
経
傍
集
約
度
概
念
に
つ
い
て

若
し
プ
リ
ン
ク
マ
ン
に
於
で
は
、
費
用
は
限
界
費
用
と
し
て
怠

味
せ
ら
れ
、
従
っ
て
限
界
地
に
於
け
る
限
り
、
地
代
を
除
け
る

費
用
と
給
付
量
と
は
一
致
し
、
現
古
川
的
に
は
何
等
難
者
y
ぺ
き
貼

が
存
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。

四

以
上
に
於
て
私
は
、

一
仰
故
K
ワ
]
凡
は
給
付
H
布一一七
74

ば
、
集
約
度
測
定
凡
目
肢
と
し

て
提
案
し
た
か
、
市
し
て
そ
れ
は
是
認
し
得
る
も
の
た
り
や
、

、、ノに
等
し
〈
粗
牧
谷
を
ば
、
集
約
度
測
定
の
具
髄
的
尺
度
と
し

て
提
案
し
た
が
ら
、
ワ

1
1
y
と
ス
ツ

J

ア

Y

ス
キ
ー
と
の
聞
に
、

如
何
友
る
相
違
が
あ
る
か
、

巴
ヮ
1
ル
が
具
樫
的
費
用
と
し
て
、
地
代
を
取
上
げ
た
る
は

如
何
た
る
意
味
に
於
て
ピ
あ
る
か
に
つ
き
簡
箪
た
る
吟
味
を
友

し
た
。要

之
、
ヮ
1
ル
の
提
案
は
、
集
約
度
に
関
す
る
質
的
解
樺
と

量
的
解
様
と
の
調
整
を
企
闘
し
、
前
者
に
封
し
て
は
、
線
利
表

現
た
る
給
付
量
を
以
て
、
後
者
に
謝
し
て
は
、
異
質
の
費
消
額

た
る
給
付
量
を
以
て
、
封
立
し
、
給
付
量
、
そ
の
現
象
形
態
た

第
四
十
一
巻

一
四
人

第

披

一
四
人

る
粗
牧
径
を
ば
、
集
約
度
判
定
尺
度
と
す
る
合
目
的
提
案
を
な

し
た
る
も
の
と
見
倣
し
得
る
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
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